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l茨域!県大洋村役場，立問際科学後興!u[孔

3筑波大学体育科学系、 4筑j波大学 TAHIi

{お的}縫康づくりに関するこれまでの研究は務態jの

効架をiti-^~的 iこ詳鎖しているものが多く、主主iあうと栄3警の

!苅unから狩儲jした研究はタない。そこでe本研究は継続的

に運動を行っている中高年者およびillK!勤稗協のない F

絞中高年者安対象iこ栄義摂取状況の比較、縫淡づくり、

躍動行動iこ関する指標と栄養摂取状況の比較を{i'い、何

者の関係を検討することを目的とした。

{方法1;被検者i立大洋村において躍動教家に参加してい

る中高年者(男性 18名:67. 9ゴ二6.:3議、 k性 41名;6:3. 8 

土5.8歳)及び、選動潟僚のない…般中高年者〈矧全 22
名:70. 5士3.7 議、:女性 ~H 名: 71. Ij土4昔 5議γぜあったか

食事務査には食物摂耳元頻度調奪法を用い、i1n接開き取り

形式で行ったむ食事線建去の結果i立、 PFCおよび栄義摂足元

:tJ~t.兄を所 i~散に対する充足率で長し、 100%)光廷を満点

として 5段階に点数fヒしたb 食品n幸男IJ摂取状況について

は基準摂取畿に対する光経率が 50%)"""""150%)の範館内に

ある項目についてlJU点することにより許制し、これらの

合計{躍を栄養点数とした。縫綾づくり、運動行動に!到す

る綴擦はアンケ…ト綴査を行い、結巣を点数{とすること

により評{錯し、これを縫駿.i窓動点数とした。

{結~}j>>!動鮮とこコントローノレ群の栄養摂取状況につい

て比較した結果、男女とも藤動群のjjが栄養点数がi容iい

傾向をぶしたが、有窓援は認められなかった。各訴の中

で栄義点数が低い者の割合i立、コントロ…ノレ群男性が一

番手多く、次いでコント担…/レ若干女性が多かった。 i選動若干
1よ・t'l:については高得点者の割合が多く fL1:得点者の書11合

が{設いという特徴が認められた。運動群、コントロ…ノレ

群とも低得点者の食品摂取状況は、 fアノレコ…ル摂取選

東子類の摂取援が多し、J r綬i訟食品iニiaiりが見られるj

f野菜類が不足しているjなどの特徴があ号、偏った食

品で・エネルギーは満たしているものの必繁栄整案は充

足できていないという好ましくない結果がポされたっ健

康.)選動点数i立、 i躍動群女性の)jがコントロール群:ktl
よりも有意な高畿を示した。男性においても運動計の方

がコント口一ノレ群よりも機嫌・緩動点数が前i し、 ~ji /l~'llこは

あったものの有意澄は総められなかった。

{考察}男女ともコントロ…/レtl+に比べ、感動鮮の方が

栄養点数が潟く、低得点者。)割合が少ない傾向にあるこ

とが示された。これらのことから運動群の方がパランス

の良い食事を心がけている可能性がぶ唆された。また、

栄養点数が低い者の割合はコントロ…/レ群男性におい

て多かったため、運動智慣のない男性においてi立特に栄

養。綴導が必主主であることが考えられる。また、運動併の

男性においても著しく栄養摂取状況に編りがある者が

総められた治今後、運動の効楽をより高めるためには、

これらの者への栄築指導が諜是きであるα
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